
平成 30 年度

地域 八重山群島

①

8 多

9 →

発生量の根拠（調査結果）

・ 調査地域：石垣市

・ 貝数（個/m2）：3.0（前年0.1、平年0.3、判定「多」）

・ 発生ほ場率（％）：93.8（前年62.5）

防除のポイント

作物 水稲

病害虫名 スクミリンゴガイ

月の発生量（現況）

月の増減傾向

増減傾向の根拠 貝数の平年の発生推移から、８月と同程度の発生量と考

えられる。

・貝や卵塊は見つけ次第捕殺する。なお、捕殺時はゴム手袋を着用する。

・取水口に侵入防止網（目合6～9mm程度）を設置し、用排水路からの侵入を防ぐ。

・本田での食害が集中する移植2～3週間ごろから1cm以下の浅水管理に努め、本種の活動を

抑制するとともに薬剤を施用する。

・畦畔および用排水路周辺の雑草を除去し、産卵場所を作らない。
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並の範囲
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